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【手続補正書】
【提出日】平成26年11月28日(2014.11.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　識別情報を表示する表示手段と、
　遊技球が入球可能な入球口と、
　その入球口への遊技球の入球を検出する検出手段と、
　その検出手段により遊技球の入球が検出された場合に前記表示手段に前記識別情報の動
的表示を実行させる動的表示実行手段とを備えた遊技機において、
　前記検出手段により遊技球の入球が検出された場合に、その入球に伴う入球情報を取得
する入球情報取得手段と、
　その入球情報取得手段により取得した前記入球情報を記憶する入球情報記憶手段と、
　その入球情報記憶手段に記憶された入球情報に基づく前記識別情報の動的表示を開始す
る場合に、その動的表示時間を決定する動的表示時間決定手段と、
　前記入球情報取得手段により新たな入球情報が取得された場合に、既に前記動的表示実
行手段により実行されている動的表示の態様を前記決定された動的表示時間内で所定の態
様に変更可能かを判定する変更可否判定手段と、
　その変更可否判定手段により変更可能と判定された場合に、既に前記動的表示実行手段
により実行されている動的表示の態様を前記所定の態様に変更する第１変更手段と、
　前記入球情報取得手段により新たな入球情報が取得されたことに基づいて、既に前記入
球情報記憶手段に記憶されている入球情報の少なくとも１つに対して前記動的表示実行手
段により動的表示される前記識別情報の態様について、前記所定の態様で表示されるよう
に設定する設定手段と、
　前記所定の態様が連続で表示される回数を所定の抽選に基づいて決定する回数決定手段
とを備えていることを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００２】
　近年、液晶表示装置等の表示装置で変動演出（動的表示）などを行って、遊技の興趣向
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上を図ったパチンコ機が知られている。変動演出（動的表示）とは、入球口（始動口）に
遊技球が入球（入賞）することで開始される演出であり、例えば、液晶表示装置の表示領
域内に設けられた３×３の升目に合計９個の図柄等を表示するものである。より具体的に
は、遊技球が始動口へ入賞した場合に、図柄等のスクロールを開始し、その後、スクロー
ル中の図柄等を順次停止して合計９個の図柄等（停止図柄）を停止表示する。かかる変動
演出では、遊技者にとって有利な遊技状態（例えば、当たり）へ移行することを事前に示
唆する演出を実行して、遊技者に期待感を持たせる工夫がなされている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　しかしながら、さらに遊技の興趣向上が求められていた。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明は、上記例示した問題点等を解決するためになされたものであり、遊技の興趣を
向上することができる遊技機を提供することを目的としている。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　この目的を達成するために請求項１記載の遊技機は、識別情報を表示する表示手段と、
遊技球が入球可能な入球口と、その入球口への遊技球の入球を検出する検出手段と、その
検出手段により遊技球の入球が検出された場合に前記表示手段に前記識別情報の動的表示
を実行させる動的表示実行手段とを備えたものであり、前記検出手段により遊技球の入球
が検出された場合に、その入球に伴う入球情報を取得する入球情報取得手段と、その入球
情報取得手段により取得した前記入球情報を記憶する入球情報記憶手段と、その入球情報
記憶手段に記憶された入球情報に基づく前記識別情報の動的表示を開始する場合に、その
動的表示時間を決定する動的表示時間決定手段と、前記入球情報取得手段により新たな入
球情報が取得された場合に、既に前記動的表示実行手段により実行されている動的表示の
態様を前記決定された動的表示時間内で所定の態様に変更可能かを判定する変更可否判定
手段と、その変更可否判定手段により変更可能と判定された場合に、既に前記動的表示実
行手段により実行されている動的表示の態様を前記所定の態様に変更する第１変更手段と
、前記入球情報取得手段により新たな入球情報が取得されたことに基づいて、既に前記入
球情報記憶手段に記憶されている入球情報の少なくとも１つに対して前記動的表示実行手
段により動的表示される前記識別情報の態様について、前記所定の態様で表示されるよう
に設定する設定手段と、前記所定の態様が連続で表示される回数を所定の抽選に基づいて
決定する回数決定手段とを備えている。
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【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　請求項１記載の遊技機によれば、識別情報を表示する表示手段と、遊技球が入球可能な
入球口と、その入球口への遊技球の入球を検出する検出手段と、その検出手段により遊技
球の入球が検出された場合に前記表示手段に前記識別情報の動的表示を実行させる動的表
示実行手段とを備えたものであり、前記検出手段により遊技球の入球が検出された場合に
、その入球に伴う入球情報を取得する入球情報取得手段と、その入球情報取得手段により
取得した前記入球情報を記憶する入球情報記憶手段と、その入球情報記憶手段に記憶され
た入球情報に基づく前記識別情報の動的表示を開始する場合に、その動的表示時間を決定
する動的表示時間決定手段と、前記入球情報取得手段により新たな入球情報が取得された
場合に、既に前記動的表示実行手段により実行されている動的表示の態様を前記決定され
た動的表示時間内で所定の態様に変更可能かを判定する変更可否判定手段と、その変更可
否判定手段により変更可能と判定された場合に、既に前記動的表示実行手段により実行さ
れている動的表示の態様を前記所定の態様に変更する第１変更手段と、前記入球情報取得
手段により新たな入球情報が取得されたことに基づいて、既に前記入球情報記憶手段に記
憶されている入球情報の少なくとも１つに対して前記動的表示実行手段により動的表示さ
れる前記識別情報の態様について、前記所定の態様で表示されるように設定する設定手段
と、前記所定の態様が連続で表示される回数を所定の抽選に基づいて決定する回数決定手
段とを備えている。よって、遊技の興趣を向上できる。という効果がある。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０７８１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０７８１】
　前記各遊技機は、パチンコ遊技機とスロットマシンとを融合させたものであることを特
徴とする遊技機Ｅ３。中でも、融合させた遊技機の基本構成としては、「複数の識別情報
からなる識別情報列を動的表示した後に識別情報を確定表示する可変表示手段を備え、始
動用操作手段（例えば操作レバー）の操作に起因して識別情報の変動が開始され、停止用
操作手段（例えばストップボタン）の操作に起因して、或いは、所定時間経過することに
より、識別情報の動的表示が停止され、その停止時の確定識別情報が特定識別情報である
ことを必要条件として、遊技者に有利な特別遊技状態を発生させる特別遊技状態発生手段
とを備え、遊技媒体として球を使用すると共に、前記識別情報の動的表示の開始に際して
は所定数の球を必要とし、特別遊技状態の発生に際しては多くの球が払い出されるように
構成されている遊技機」となる。
　＜その他＞



(5) JP 2014-166519 A5 2015.1.22

　近年、液晶表示装置等の表示装置で変動演出（動的表示）などを行って、遊技の興趣向
上を図ったパチンコ機が知られている。変動演出（動的表示）とは、入球口（始動口）に
遊技球が入球（入賞）することで開始される演出であり、例えば、液晶表示装置の表示領
域内に設けられた３×３の升目に合計９個の図柄等を表示するものである。より具体的に
は、遊技球が始動口へ入賞した場合に、図柄等のスクロールを開始し、その後、スクロー
ル中の図柄等を順次停止して合計９個の図柄等（停止図柄）を停止表示する。かかる変動
演出では、遊技者にとって有利な遊技状態（例えば、大当たり）へ移行することを事前に
示唆する演出を実行して、遊技者に期待感を持たせる工夫がなされている。
　この種のパチンコ機では、例えば、遊技者にとって有利な遊技状態へ移行することを事
前に示唆する演出として、チャンス目などの表示を１回の変動演出だけでなく、複数回の
変動演出にわたって連続的に行うように構成したものや、或いは同一演出や異なる演出を
複数回にわたり表示や効果音によって連続的に行うものがあり（以下「連続演出」という
）、有利な遊技状態への期待感を遊技者に継続して持たせるなど、遊技の興趣向上が更に
図られている。なお、チャンス目とは、例えば、当たり以外の停止図柄であって、予め定
められた図柄（例えば、「３」「４」「１」などの図柄）がそれぞれ含まれている停止図
柄（表示結果の態様）のことをいう。この連続演出は、例えば、遊技球が始動口へ入賞し
た場合に、開始されるべき変動演出が複数保留されていれば、その保留されている複数の
変動演出について行われるものであり、連続的に行われる変動演出の回数が多いほど、有
利な遊技状態へ移行する可能性が高いことを遊技者に示唆するものである（例えば、と挙
文献１：実開平７－２４３８３号公報）。
　しかしながら、連続演出が実行開始されても、チャンス目などの表示が１回の変動演出
だけで終了することも多々あり、その度に、変動演出の連続回数が多いことを期待してい
る遊技者の期待感を損なってしまうため、遊技者の連続演出に対する関心が薄れてしまう
という問題点があった。
　本技術的思想は、上記例示した問題点等を解決するためになされたものであり、連続演
出の価値を高めることができると共に、連続演出を行う機会を増やすことができる遊技機
を提供することを目的としている。
　＜手段＞
　この目的を達成するために技術的思想１記載の遊技機は、識別情報を表示する表示手段
と、遊技媒体が入球する入球口と、その入球口への遊技媒体の入球を検出する検出手段と
、その検出手段により遊技媒体の入球が検出された場合に前記表示手段において識別情報
の動的表示を実行する周辺制御手段と、その周辺制御手段を制御すると共に、遊技に関す
る主な制御を行う主制御手段とを備えたものであり、前記主制御手段は、前記検出手段に
より遊技媒体の入球が検出された場合に、その入球に伴う入球情報を取得する入球情報取
得手段と、その入球情報取得手段により取得した入球情報に基づいて、入球の抽選結果を
示す抽選情報を取得する抽選情報取得手段と、その抽選情報取得手段により取得した抽選
情報を前記周辺制御手段へ送信する抽選情報送信手段と、前記入球情報取得手段により取
得した入球情報を記憶する入球情報記憶手段と、その入球情報記憶手段の内容に基づいて
前記動的表示の実行を前記周辺制御手段に指示する動的表示指示手段とを備え、前記周辺
制御手段は、前記主制御手段の動的表示指示手段により前記動的表示の実行が指示された
場合に、複数の識別情報により構成される識別情報の動的表示を遊技者が前記識別情報を
認識困難な態様で前記表示手段において実行する動的表示実行手段と、その動的表示実行
手段により実行されている前記動的表示の態様を前記遊技者が前記識別情報を認識可能な
態様にした後に、その動的表示されている複数の識別情報を前記表示手段において停止表
示させる停止表示実行手段と、その停止表示実行手段により停止表示される前記動的表示
の停止表示態様を所定の態様またはその所定の態様とは別の態様に設定する態様設定手段
と、その態様設定手段により前記停止表示態様として前記所定の態様とは別の態様が設定
された前記動的表示の停止表示態様を前記所定の態様に変更する態様変更手段と、前記主
制御手段の抽選情報送信手段により送信された抽選情報を受信する抽選情報受信手段と、
その抽選情報受信手段により抽選情報を受信した場合に、前記停止表示実行手段により前
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記複数の識別情報の一部が停止表示または前記動的表示実行手段により前記複数の識別情
報の一部が前記認識可能な態様で動的表示されていれば、前記動的表示実行手段により前
記認識困難な態様で動的表示されている識別情報について設定されている停止表示態様を
変更することでその動的表示の停止表示態様を前記所定の態様に変更可能かを判定する変
更可否判定手段と、その変更可否判定手段により変更可能と判定される場合に、前記動的
表示実行手段により実行されている前記動的表示の停止表示が終了した後に前記動的表示
実行手段により実行される前記動的表示の停止表示態様が少なくとも前記所定の態様とな
るように制御する態様制御手段と、前記変更可否判定手段により変更不可能と判定される
場合に、前記態様設定手段により前記動的表示の停止表示態様が前記所定の態様に設定さ
れること及び前記態様変更手段により前記動的表示の停止表示態様が前記所定の態様に変
更されること禁止する所定態様禁止手段とを備えている。
　技術的思想２記載の遊技機は、技術的思想１記載の遊技機において、前記動的表示実行
手段は、前記主制御手段の動的表示指示手段により前記動的表示の実行が指示された場合
に、複数の識別情報が連なる第１から第ｎ（ｎは２以上の整数）までの識別情報列の動的
表示を識別情報列単位で前記表示手段において実行し、前記第１から第ｎまでの識別情報
列のそれぞれに同一の識別情報が含まれて停止表示された場合を前記動的表示の停止表示
態様が前記所定の態様であるものとし、前記停止表示実行手段は、前記動的表示実行手段
により前記動的表示が実行された後に、前記第１から第ｎまでの識別情報列を前記第１か
ら第ｎの識別情報列の順序で各識別情報列ごとに停止表示させ、前記変更可否判定手段は
、前記抽選情報受信手段により抽選情報を受信した場合に、前記動的表示実行手段により
前記第２の識別情報列が前記認識困難な態様で動的表示されていれば、前記動的表示の停
止表示態様を前記所定の態様に変更可能と判定し、前記停止表示実行手段により前記第２
の識別情報列が停止表示または前記動的表示実行手段により前記第２の識別情報列が前記
認識可能な態様で動的表示されていれば、前記動的表示の停止表示態様を前記所定の態様
に変更不可能と判定し、前記態様制御手段は、前記変更可否判定手段により変更可能と判
定される場合に、前記動的表示実行手段により前記認識困難な態様で動的表示されている
前記第２から第ｎまでの識別情報列の停止表示態様を前記態様変更手段により前記所定の
態様に変更し、その停止表示態様が変更された前記動的表示の停止表示が終了した後に前
記動的表示実行手段により実行される前記動的表示の停止表示態様を前記態様設定手段に
より前記所定の態様に設定するものである。
　技術的思想３記載の遊技機は、技術的思想２記載の遊技機において、前記変更可否判定
手段は、前記第１から第（ｎ－１）までの各識別情報列の停止表示態様に同一の識別情報
が存在するかを判定する識別情報判定手段を備え、前記抽選情報受信手段により抽選情報
を受信した場合に、前記識別情報判定手段により前記第１から第（ｎ－１）までの各識別
情報列の停止表示態様に同一の識別情報が存在すると判定され、前記動的表示実行手段に
より前記第ｎの識別情報列が前記認識困難な態様で動的表示されていれば、前記動的表示
の停止表示態様を前記所定の態様に変更可能と判定し、前記停止表示実行手段により前記
第ｎの識別情報列が停止表示または前記動的表示実行手段により前記第ｎの識別情報列が
前記認識可能な態様で動的表示されていれば、前記動的表示の停止表示態様を前記所定の
態様に変更不可能と判定し、前記態様制御手段は、前記変更可否判定手段により変更可能
と判定される場合に、前記動的表示実行手段により前記認識困難な態様で動的表示されて
いる前記第ｎの識別情報列の停止表示態様を前記態様変更手段により前記所定の態様に変
更し、その停止表示態様が変更された前記動的表示の停止表示が終了した後に前記動的表
示実行手段により実行される前記動的表示の停止表示態様を前記態様設定手段により前記
所定の態様に設定するものである。
　技術的思想４記載の遊技機は、技術的思想２または３記載の遊技機において、前記識別
情報の動的表示には、前記第ｎの識別情報列が前記認識可能な態様で動的表示されてから
所定時間を経過するまでの間なら、その第ｎの識別情報列が停止表示されるまでにその第
ｎの識別情報列の停止表示態様を前記態様変更手段により前記所定の態様に変更する変更
処理を実行可能な第１の動的表示と、前記第ｎの識別情報列が前記認識可能な態様で動的
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表示された後は前記態様変更手段による前記変更処理を実行不可能な第２の動的表示とが
設けられており、前記動的表示実行手段は、前記第１の動的表示および第２の動的表示の
何れか一つを実行し、前記変更可否判定手段は、前記動的表示実行手段により前記第１の
動的表示が実行され、その第１の動的表示における前記第ｎの識別情報列が前記認識可能
な態様で動的表示されてから前記所定時間を経過したかを判定する経過判定手段と、前記
第１から第（ｎ－１）までの各識別情報列の停止表示態様に同一の識別情報が存在するか
を判定する識別情報判定手段と、前記抽選情報受信手段により抽選情報を受信した場合に
、前記動的表示実行手段により前記第１の動的表示が実行されているかを判定する動的表
示判定手段とを備え、前記動的表示判定手段により前記第１の動的表示が実行されている
と判定される場合に、前記識別情報判定手段により前記第１から第（ｎ－１）までの各識
別情報列の停止表示態様に同一の識別情報が存在すると判定され、前記経過判定手段によ
り前記所定時間を経過していないと判定されていれば、前記動的表示の停止表示態様を前
記所定の態様に変更可能と判定し、前記経過判定手段により前記所定時間を経過したと判
定されていれば、前記動的表示の停止表示態様を前記所定の態様に変更不可能と判定する
ものである。
　＜効果＞
　技術的思想１記載の遊技機によれば、主制御手段では、検出手段により遊技媒体の入球
が検出されると、その入球に伴う入球情報が入球情報取得手段により取得され、その入球
情報に基づいて入球の抽選結果を示す抽選情報が抽選情報取得手段により取得される。そ
して、取得された抽選情報が周辺制御手段へ抽選情報送信手段により送信される。また、
入球情報取得手段により入球情報が取得されると、その入球情報が入球情報記憶手段に記
憶され、その入球情報記憶手段の内容に基づいて動的表示の実行が動的表示指示手段によ
り周辺制御手段に指示される。一方、周辺制御手段では、主制御手段の動的表示指示手段
により動的表示の実行が指示されると、複数の識別情報により構成される識別情報の動的
表示が、遊技者が識別情報を認識困難な態様で表示手段において動的表示実行手段により
実行させられ、その後、その実行されている動的表示の態様が、遊技者が識別情報を認識
可能な態様とされた後に、その動的表示されている複数の識別情報が、表示手段において
停止表示実行手段により停止表示させられる。その停止表示させられる動的表示の停止表
示態様は、所定の態様またはその所定の態様とは別の態様に態様設定手段により設定され
、停止表示態様として所定の態様とは別の態様に設定された動的表示の停止表示態様が所
定の態様に態様変更手段により変更される。そして、主制御手段の抽選情報送信手段によ
り送信された抽選情報が抽選情報受信手段により受信された場合に、停止表示実行手段に
より複数の識別情報の一部が停止表示または動的表示実行手段により複数の識別情報の一
部が認識可能な態様で動的表示されていると、動的表示実行手段により認識困難な態様で
動的表示されている識別情報について設定されている停止表示態様を変更することでその
動的表示の停止表示態様を所定の態様に変更可能かが変更可否判定手段により判定される
。ここで、変更可能と判定されると、動的表示実行手段により実行されている動的表示の
停止表示が終了した後に動的表示実行手段により実行される動的表示の停止表示態様が少
なくとも所定の態様となるように態様制御手段により制御される。一方、変更不可能と判
定されると、態様設定手段により動的表示の停止表示態様が所定の態様に設定されること
及び態様変更手段により動的表示の停止表示態様が所定の態様に変更されることが所定態
様禁止手段により禁止される。
　よって、動的表示実行手段により動的表示が開始され、複数の識別情報の一部が認識可
能な態様で動的表示されてから認識困難な態様で動的表示される識別情報が無くなるまで
に抽選情報を受信した場合に、動的表示実行手段により認識困難な態様で動的表示されて
いる識別情報について設定されている停止表示態様を変更して動的表示の停止表示態様を
所定の態様に変更可能かを変更可否判定手段により判定することができる。従って、動的
表示の停止表示態様を変更可能かを判定できる期限を、動的表示されている複数の識別情
報の全てが停止表示される時間に極力近づけることができるので、その動的表示の停止表
示態様を変更可能かの判定を、動的表示されている複数の識別情報の全てが停止表示され
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る時間の間際まで行うことができる。故に、動的表示されている複数の識別情報の全てが
停止表示されるまでに、動的表示の停止表示態様を変更可能と判定される機会を増やすこ
とができるので、態様制御手段による制御によって、動的表示の停止表示態様を連続で所
定の態様にする機会を増やすことができる。
　また、変更可否判定手段により変更可能と判定された場合には、動的表示実行手段によ
り実行されている動的表示の停止表示が終了した後に動的表示実行手段により実行される
動的表示の停止表示態様が少なくとも所定の態様となるように態様制御手段により制御で
きるので、例えば、動的表示実行手段により実行されている動的表示の停止表示態様を所
定の態様に変更することで、停止表示態様が所定の態様となる動的表示を連続で動的表示
実行手段により実行させることができる。一方、変更可否判定手段により変更不可能と判
定される場合には、態様設定手段により動的表示の停止表示態様が所定の態様に設定され
ること及び態様変更手段により動的表示の停止表示態様が所定の態様に変更されることを
所定態様禁止手段により禁止できるので、停止表示態様が所定の態様となる動的表示が動
的表示実行手段により実行されることを防止できる。よって、停止表示態様が所定の態様
となる動的表示の実行が１回限りとなることを防止でき、停止表示態様が所定の態様とな
る動的表示が実行される場合には、必ず２回以上連続で実行されるので、動的表示の停止
表示態様やその動的表示の実行回数などに遊技者の関心を引きつけることができる。従っ
て、停止表示態様が所定の態様となる動的表示を連続で実行させる演出の価値を高めるこ
とができると共に、動的表示の停止表示態様を連続で所定の態様にする機会を増やすこと
ができるという効果がある。
　なお、遊技者が識別情報を認識困難な動的表示の態様としては、識別情報が高速で移動
表示（スクロール表示）されている状態などが例示される。また、遊技者が識別情報を認
識可能な動的表示の態様としては、識別情報が中速または低速で移動表示（スクロール表
示）されている状態などが例示される。
　技術的思想２記載の遊技機によれば、技術的思想１記載の遊技機の奏する効果に加え、
次の効果を奏する。即ち、主制御手段の動的表示指示手段により動的表示の実行が指示さ
れると、複数の識別情報が連なる第１から第ｎ（ｎは２以上の整数）までの識別情報列の
動的表示が識別情報列単位で表示手段において動的表示実行手段により実行され、その後
、第１から第ｎまでの識別情報列が第１から第ｎの識別情報列の順序で各識別情報列ごと
に停止表示実行手段により停止表示させられる。ここで、第１から第ｎまでの識別情報列
のそれぞれに同一の識別情報が含まれて停止表示された場合に動的情報の停止表示態様が
所定の態様であるとされる。そして、抽選情報受信手段により抽選情報を受信した場合に
、動的表示実行手段により第２の識別情報列が認識困難な態様で動的表示されていれば、
動的表示の停止表示態様を所定の態様に変更可能と変更可否判定手段により判定される。
ここで、変更可能と判定されると、態様制御手段によって、動的表示実行手段により認識
困難な態様で動的表示されている第２から第ｎまでの識別情報列の停止表示態様が態様変
更手段により所定の態様に変更され、その停止表示態様が変更された動的表示の停止表示
が終了した後に動的表示実行手段により実行される動的表示の停止表示態様が態様設定手
段により所定の態様に設定される。一方、抽選情報受信手段により抽選情報を受信した場
合に、停止表示実行手段により第２の識別情報列が停止表示または動的表示実行手段によ
り第２の識別情報列が認識可能な態様で動的表示されていれば、動的表示の停止表示態様
を所定の態様に変更不可能と変更可否判定手段により判定される。
　動的表示の停止表示態様を所定の態様とするためには、第１から第ｎまでの各識別情報
列の停止表示態様に同一の識別情報が含まれている必要があるので、まず初めに、第２の
識別情報列が停止表示される前までに、第２の識別情報列の停止表示態様の中に、第１の
識別情報列の停止表示態様を構成する識別情報が少なくとも一つ含まれるようにしなけれ
ばならない。ここで、第２の識別情報列が認識可能な態様で動的表示された後に、その動
的表示されている識別情報を変更すると、その識別情報の変更が遊技者に認識されてしま
うので、遊技者にとって不自然な動的表示が実行されることになる。しかし、第２の識別
情報列が認識可能な態様で動的表示された後は、態様設定手段により動的表示の停止表示
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態様が所定の態様に設定されること及び態様変更手段により動的表示の停止表示態様が所
定の態様に変更されることを所定態様禁止手段により禁止できるので、遊技者にとって不
自然な動的表示が動的表示実行手段により実行されることを防止できる。よって、停止表
示態様が所定の態様となる動的表示の価値を向上させることができ、停止表示態様が所定
の態様となる動的表示を連続で実行させる演出の価値を高めることができるという効果が
ある。
　なお、表示手段の表示領域に停止表示される第１から第ｎまでの各識別情報列の配置は
、どの様な配置であっても良い。例えば、各識別情報列を縦方向の列とし、横に順番に並
べて配置しても良いし、各識別情報列を横方向の列とし、縦に順番に並べて配置しても良
いし、各識別情報列を斜め方向の列とし、平行にずらして順番に並べて配置しても良い。
また、各識別情報列が一直線上に配置されていても良い。
　技術的思想３記載の遊技機によれば、技術的思想１または２記載の遊技機の奏する効果
に加え、次の効果を奏する。即ち、抽選情報受信手段により抽選情報を受信した場合に、
第１から第（ｎ－１）までの各識別情報列の停止表示態様に同一の識別情報が存在すると
識別情報判定手段により判定され、動的表示実行手段により第ｎの識別情報列が認識困難
な態様で動的表示されていれば、動的表示の停止表示態様を所定の態様に変更可能と変更
可否判定手段により判定される。ここで、変更可能と判定されると、態様制御手段によっ
て、動的表示実行手段により認識困難な態様で動的表示されている第ｎの識別情報列の停
止表示態様が態様変更手段により所定の態様に変更され、その停止表示態様が変更された
動的表示の停止表示が終了した後に動的表示実行手段により実行される動的表示の停止表
示態様が態様設定手段により所定の態様に設定される。一方、停止表示実行手段により第
ｎの識別情報列が停止表示または動的表示実行手段により第ｎの識別情報列が認識可能な
態様で動的表示されていれば、動的表示の停止表示態様を所定の態様に変更不可能と変更
可否判定手段により判定される。
　動的表示の停止表示態様を所定の態様とするためには、第１から第ｎまでの各識別情報
列の停止表示態様に同一の識別情報が含まれている必要があるが、第１から第（ｎ－１）
までの各識別情報列の停止表示態様に同一の識別情報が含まれている場合には、第ｎの識
別情報列の停止表示態様だけを変更すれば良い。技術的思想３記載の遊技機によれば、第
２の識別情報列が認識可能な態様で動的表示された後でも、第ｎの識別情報列が認識困難
な態様で動的表示されている間なら、動的表示の停止表示態様を変更可能かの判定を変更
可否判定手段により行えるので、変更可能と判定される機会をさらに増やすことができる
。また、第ｎの識別情報列が認識可能な態様で動的表示された後は、態様設定手段により
動的表示の停止表示態様が所定の態様に設定されること及び態様変更手段により動的表示
の停止表示態様が所定の態様に変更されることを所定態様禁止手段により禁止できるので
、遊技者にとって不自然な動的表示が動的表示実行手段により実行されることを防止でき
、停止表示態様が所定の態様となる動的表示の価値を向上させることができる。従って、
停止表示態様が所定の態様となる動的表示を連続で実行させる演出の価値を高めることが
できると共に、動的表示の停止表示態様を連続で所定の態様にする機会を増やすことがで
きるという効果がある。
　技術的思想４記載の遊技機によれば、技術的思想２または３記載の遊技機の奏する効果
に加え、次の効果を奏する。即ち、識別情報の動的表示には、第ｎの識別情報列が認識可
能な態様で動的表示されてから所定時間を経過するまでの間なら、その第ｎの識別情報列
が停止表示されるまでにその第ｎの識別情報列の停止表示態様を態様変更手段により所定
の態様に変更する変更処理を実行可能な第１の動的表示と、第ｎの識別情報列が認識可能
な態様で動的表示された後は態様変更手段による変更処理を実行不可能な第２の動的表示
とが設けられており、第１の動的表示および第２の動的表示の何れか一つが動的表示実行
手段により実行される。動的表示判定手段により第１の動的表示が実行されていると判定
される場合に、識別情報判定手段により第１から第（ｎ－１）までの各識別情報列の停止
表示態様に同一の識別情報が存在すると識別情報判定手段により判定され、経過判定手段
により第１の動的表示における第ｎの識別情報列が認識可能な態様で動的表示されてから
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所定時間を経過していないと判定されていれば、動的表示の停止表示態様を所定の態様に
変更可能と変更可否判定手段により判定される。一方、動的表示判定手段により第１の動
的表示が実行されていると判定される場合に、経過判定手段により第１の動的表示におけ
る第ｎの識別情報列が認識可能な態様で動的表示されてから所定時間を経過したと判定さ
れていれば、動的表示の停止表示態様を所定の態様に変更不可能と変更可否判定手段によ
り判定される。よって、動的表示実行手段により第１の動的表示が実行され、第１から第
（ｎ－１）までの各識別情報列の停止表示態様に同一の識別情報が存在する動的表示が実
行される場合には、第ｎの識別情報列が遊技者に認識可能な態様で動的表示された後でも
、所定時間を経過する前なら、動的表示の停止表示態様を変更可能かの判定を変更可否判
定手段により行える。従って、変更可能と判定される機会を一層増やすことができるので
、動的表示の停止表示態様を連続で所定の態様にする機会を一層増やすことができるとい
う効果がある。
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０７８２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０７８２】
１０　　　　パチンコ遊技機（遊技機）
６４　　　　第１入球口（入球口）
８１　　　　第３図柄表示装置（表示手段）
２０３ａ　　保留球格納エリア（入球情報記憶手段）
２０８ａ　　第１入球口スイッチ（検出手段）
２７３ｊ　　回数決定手段の一部
Ｓ６５４　　入球情報取得手段
Ｓ１１０４　動的表示実行手段
Ｓ１１０５～Ｓ１１１２、Ｓ１６０１～Ｓ１６０５，Ｓ１６０９，Ｓ１６１０、Ｓ１７０
１～Ｓ１７０６，Ｓ１７０９，Ｓ１７１０　変更可否判定手段
Ｓ２３１７　第１変更手段の一部
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